
 

 

 

 

 

 

 

・心身ともに健康で友達と元気に遊べる子ども 

・自ら考え、学び、行動できる子ども 

・のびのびと自己表現できる子ども 

・思いやりの気持ちを持てる子ども 

・自分の思いを伝え仲間と協力できる子ども 

    お散歩に出掛けようと保育士が準備をし始め、靴下入れや帽子入れを棚の上に置くと次の行動が分かるようで、

一生懸命背伸びをして入れ物を取ろうとする姿が・・・。「靴下履く？」「お散歩行く？」と聞くと「うんっ！」「あいっ！」

とお返事が。最近は‘’自分で‘’という気持ちが芽生えてきているようです。まだまだ難しく帽子を前後ろ逆に被ったり

靴下に足を入れて頑張って引っ張ると勢いが強くて後ろに倒れてしまったり・・・と可愛らしい姿も見られています。温

かく見守れるように時間にゆとりを持ち行動していきたいと思っています。 

戸外では保育士と手を繋いで色々な所を歩き回ったりする子も居れば・・・座って落ち葉をじーっと観察したり丸めて音

を楽しんだりと様々な遊び方で楽しんでいます。行動範囲が様々なので安全に過ごせるようにしていきます。 

子どもたちが登園後、毎朝月のうた２曲と 

『出発だ！』という歌を、椅子に座って歌っています！ 

月のうたは毎月変わりますが、『出発だ！』は入園当初から変

わらないので、子ども達も覚えてきた？ようです！拍手をす

る部分では一緒にパチパチをしたり、体を揺らしたり・・・

「おはよう！」と言葉を言い合う所では、両手を口にあてて

「あー」と言いながら真似っこをしてみたり・・・。最後に

「先生、みなさんおはようございます」とご挨拶は一緒にペ

コリと挨拶をしたりと可愛い姿に癒されます♡ 

戸外活動 

    手づかみやスプーンを使って意欲的に食べ

ています。思うように出来ず訴える姿もあるので。手

を添えながらさりげなく援助し「おいしいね」などと

声掛けをしながら楽しい雰囲気の中で食事が出来るよ

うに心掛けています。 

    お友達のことが気になる～！触りたい～！関わりた

い～！という思いが増しているようでぎゅーっと抱きついた

り、お世話をしようとする姿が多く見られるようになりました。

これからもっとお友達との関わりが増えてくることが予想され

るので、お互いの気持ち良い関わりのために、爪は短めにお願

いします。 

感染症情報 

食事 
健康 

園の保育目標 

室内遊び 

クラスの保育目標 

・保育者に思いや感情を受け止めてもらえる

ことで気持ちが満たされ、安心して過ごす。 

 

・戸外遊びや散歩を通して秋の自然に触れる。 

園内で流行している 

感染症はありません。 


